令和８年８月４日（火）訪問演奏の報告
（ほおずきの家）

１　日　時　　令和８年８月４日（火）　午後２時００分～３時００分

２　場　所　　ほおずきの家（知立市中町）

３　内　容　　初めに、夏の曲「椰子の実」です。皆さんが注目している中、オカリナ演奏スタートです。集中して、のどかなメロディを楽しんでみえます。
　　　　　「♫・・・な～がれ寄～る　椰子～の実一つ・・・♬」口ずさむ声が広がります。渥美半島、一つの「椰子の実」の情景が浮かんできます。　　
挨拶の後、「琵琶湖周航の歌」です。しばらくすると、一人の方が、涙を流し始めました。オカリナの音色やゆったりとしたメロディに、心が大変喜んだそうです。演奏の最後まで、涙が止まりませんでした。
続いて、「涙そうそう」。演奏が終わると、参加者の一人から「私たちはハーモニカでした。オカリナは、いい楽器ですねえ！」とてもお気に入りの様子でした。
前半の最後２曲「愛の讃歌」「あの素晴しい愛をもう一度」。オカリナの音色とともに曲の雰囲気が広がります。会場の皆さんも、心地よさそうです。
ここで、紙芝居「かぐやひめ」です。多くの方が、ご存知のお話です。久しぶりの紙芝居、昔話の世界を、とても楽しんでみえました。
後半、映画音楽「追憶」でスタートです。滑らかで美しい、語るような温かみのある音色、会場に広がります。
「くちなしの花」会場から、再び、口ずさむ声が聞こえてきます。「♬・・・くちなしの～　白い花～　・・・♬」楽しむ雰囲気が伝わってきます。
「つぐない」では、ロマンティックな旋律、哀愁漂うメロディ。テレサ・テンさんの、優しい歌声が聞こえてくるようです。
「埴生の宿」温かい感情、静かに考える情景が伝わる愛おしく、じんわりと心に染み入るメロディです。ここでも、思わず歌詞の言葉が、会場に優しく広がります。涙ぐむ姿も見られました。
最後は、「もののけ姫」。神秘的で哀愁を帯びた旋律を、皆さんで楽しんでいただきました。
１曲が終わるたびに、「ありがとう」の声もありました。多くの方の、感激の雰囲気が伝わってきました。
　
４　プログラム　
①椰子の実　②琵琶湖就航の歌　③涙そうそう　④愛の讃歌　
⑤あの素晴しい愛をもう一度
紙芝居「かぐやひめ」
⑥追憶　⑦くちなしの花　⑧つぐない　⑨埴生の宿　⑩もののけ姫
５　参加者の声から　　
1 普段、聞けないメロディを、聴くことができて感動しました。初めて、オカリナ演奏を見て、きれいな音色が良かったです。
2 オカリナ演奏を、初めて聴きました。きれいな音が、良かったです。
3 音色が良かったです。演奏も素晴らしかったです。
4 音色がきれい。知っている曲が多かったです。音楽、そのものが分かって良かったです。
5 すばらしい人達に来てもらえて、うれしかったです。オカリナシスターズの皆さん、また来て下さい。
6 良かったです。感激しました。こんなに楽しめるとは、思いませんでした。初めて、生のオカリナ演奏を聴きました。
7 とても良かったです。オカリナ演奏は、初めてだったので、良かったです。
8 とても良い音色で、心に響きました。涙が止まりませんでした。とても感動しました。
9 昔、子どもの学校で聞いたことがありました。久しぶりの、生演奏で良かったです。感激しました。
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